
平成24年度 損害保険会社決算概況 

 

 1．24年度決算の特徴点 

・ 24年度は、主力の自動車保険の保険金支払いが高止まりしているなかで、国内の自然災害

による保険金支払いもあったことから、保険引受利益(損失)が3期連続で赤字となりました。 

・ 資産運用は、利息及び配当金収入が減収となったものの、有価証券売却損などの資産運用

費用の減少により、資産運用粗利益は増益となりました。 

・ 保険引受利益(損失)の赤字の大幅な縮小や資産運用粗利益の増益により、経常利益は増益

しました。 

・ 当期純利益は、特別損失負担があったものの、23年度に行われた法人税率引下げによる繰

延税金資産の取崩し負担がなくなったことから、大幅な増益となりました。 

 

 2．保険引受の概況 

(1) 正味収入保険料 

 正味収入保険料は、料率改定や新車販売増加による自動車・自賠責保険の増収、復興需要

による火災保険の増収もあり、全種目合計で23年度比3.6％(2,557億円)増収し、7兆3,718

億円となりました。 

＊ 正味収入保険料 ＝ 元受正味保険料 ＋ 受再正味保険料 － 出再正味保険料 

 

(2) 正味支払保険金 

・ 正味支払保険金は、過去最高を記録した23年度に比べ、東日本大震災による家計地震保険

金の支払い負担がなくなったことから、全種目合計で△13.3％(△7,309 億円)と大幅に減少

しました。 

  しかしながら、自動車保険金の支払い水準が高止まりしていることや、爆弾低気圧や台風

の発生などによる国内自然災害の保険金支払いが多かったことから、依然として高い水準に

なっています。 

  ＊ 正味支払保険金 ＝ 元受正味保険金 ＋ 受再正味保険金 － 回収再保険金 

 

・ 損害率は、正味支払保険金の減少や正味収入保険料の増収により、23年度に比べて△13.0

ポイントダウンの70.4％となりました。 

 

(3) 保険引受に係る営業費及び一般管理費 

・ 保険引受に係る営業費及び一般管理費は、物件費および人件費ともに減少したため、23年

度比△1.4％減の1兆1,466億円となりました。 

・ 諸手数料及び集金費は、保険料の増収もあり増加しましたが、正味収入保険料の増収によ

り事業費率は△0.8ポイントダウンの33.0％となりました。 

 

 

 

 

 

 

 



(4) 保険引受利益（損失） 

  保険引受利益(損失)は△549 億円と、23 年度に比べて大幅に縮小したものの、3 期連続の

赤字になりました。主な要因は次のとおりです。 

 ・ 主力の自動車保険の損益が保険料の増収等により改善してきているものの、依然厳しい

状況であること。 

 ・ 23年度はタイ大洪水や国内の台風の頻発など記録的な保険金支払いであったが、24年度

も爆弾低気圧など国内自然災害の保険金支払いは引き続き高水準であったこと。 

  ＊ 保険引受利益 ＝  保険引受収益 － 保険引受費用 

            － 保険引受に係る営業費及び一般管理費 ± その他収支 

 

  自然災害に係る正味発生保険金 

 24年度(注) 23年度 
 発生保険金 
  正味保険金 未払保険金

発生保険金 

国内自然災害 1,829億円 1,690億円 139億円 2,205億円 

  注：24年度に発生した自然災害に係る全種目(地震保険を除く)の発生額。 

 

 3．資産運用の概況 

  利息及び配当金収入が減収したものの、資産運用収益は23年度並みとなりました。 

  一方、株式市況の回復により有価証券売却損や有価証券評価損が減ったこともあり、資産

運用費用は減少しました。 

  この結果、資産運用粗利益は23年度比22.1％増益の5,094億円となりました。 

  ＊ 資産運用粗利益 ＝ 資産運用収益 － 資産運用費用 

 

 4．当期純利益 

・ 保険引受利益(損失)の赤字幅の大幅な縮小や資産運用粗利益の増益により、経常利益は23

年度比371.5％増益の3,778億円となりました。 

・ 経常利益に特別損益や法人税等合計を加減算した当期純利益は、23年度に行われた法人税

率の引下げによる繰延税金資産の取崩しの決算負担がなくなったことなどから大幅に増益し、

1,671億円の黒字に転換しました。 

 

 5．総資産 

  総資産は、国内株式市況の回復や円安により株式や外国証券の保有時価が増加したことか

ら、23年度末比1.7％増加の28兆4,598億円となりました。 

 

 6．ソルベンシ－・マ－ジン比率 

  ソルベンシー・マージン比率は、協会加盟会社全社とも法律で求める水準を超えており、

経営の健全性について問題ない水準となっています。 

 

＜お問い合わせ先＞ 広報室・樋川 明則、山川 奈津子 (TEL:03-3255-1213)  

私たちが選ぶ地球の未来・・・限りある資源を大切に使いましょう！ 
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